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論 文 内 容 の 要 旨 
【目的】卵巣明細胞腺癌は他の上皮性卵巣癌に比べ化学療法抵抗性で、胞体内にグリコーゲンを貯留すること
を特徴とする。そこで組織型による糖代謝の違いに着目し、糖取り込みの入り口である糖輸送担体（GLUT）の
発現について検討を行った。 
【方法】1994年から2005年に当科で経験した上皮性卵巣癌症例154例について、インフォームドコンセントを得
た後、原発腫瘍に対し免疫組織化学染色を行いGLUT1, GLUT3, GLUT4の発現を評価した。また、GLUTの発現と血
管新生因子vascular endothelial growth factor (VEGF) の発現、腫瘍血管密度micro vessel count (MVC) の
関連について検討した。さらに臨床的パラメータとの関わりについて検討を行った。 
【結果】GLUT1, GLUT3, GLUT4の発現率はそれぞれ 98.7％, 92.8％, 84.4％であった。GLUT1, GLUT4の発現は、
共に漿液性腺癌で高く、明細胞腺癌では低かった。GLUT1, GLUT4の発現と進行期との相関を認めた。GLUT1, GLUT3, 
GLUT4の発現と、VEGFの発現の間に正の相関が認められ、またVEGFの発現とMVCの間に正の相関を認めた。予後
因子は、年齢、進行期、組織型であり、VEGF, GLUT1, GLUT3, GLUT4の発現の有無は予後因子とならなかった。 
【結論】上皮性卵巣癌において、GLUT1, GLUT3, GLUT4の発現が認められた。上皮性卵巣癌においては、組織型
により糖の取り込みのパターンに特徴があることが示された。GLUT1, GLUT4は腫瘍発育に相関している可能性
が示唆された。GLUT1, GLUT3, GLUT4は血管新生因子であるVEGFの発現を介して腫瘍血管新生に関わっている可
能性が示唆された。 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 卵巣明細胞腺癌は他の上皮性卵巣癌に比べ化学療法抵抗性で、胞体内にグリコーゲンを貯留することを特徴
とする。そこで組織型による糖代謝の違いに着目し、糖取り込みの入り口である糖輸送担体（GLUT）の発現に
ついて検討を行った。 
 1994年から2005年に当科で経験した上皮性卵巣癌症例154例について、インフォームドコンセントを得た後、
原発腫瘍に対し免疫組織化学染色を行いGLUT1, GLUT3, GLUT4の発現を評価した。また、GLUTの発現と血管新生
因子vascular endothelial growth factor (VEGF) の発現、腫瘍血管密度micro vessel count (MVC) の関連に
ついて検討した。さらに臨床的パラメータとの関わりについて検討を行った。 
 GLUT1, GLUT3, GLUT4の発現率はそれぞれ98.7％, 92.8％, 84.4％であった。GLUT1, GLUT4の発現は、共に漿
液性腺癌で高く、明細胞腺癌では低かった。GLUT1, GLUT4の発現と進行期との相関を認めた。GLUT1, GLUT3, 
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GLUT4の発現と、VEGFの発現の間に正の相関が認められ、またVEGFの発現とMVCの間に正の相関を認めた。予後
因子は、年齢、進行期、組織型であり、VEGF, GLUT1, GLUT3, GLUT4の発現の有無は予後因子とならなかった。 
 上皮性卵巣癌において、GLUT1, GLUT3, GLUT4の発現が認められた。上皮性卵巣癌においては、組織型により
糖の取り込みのパターンに特徴があることが示された。GLUT1, GLUT4は腫瘍発育に相関している可能性が示唆
された。GLUT1, GLUT3, GLUT4は血管新生因子であるVEGFの発現を介して腫瘍血管新生に関わっている可能性が
示唆された。 
 以上の結果より、本論文は上皮性卵巣癌の臨床的特性を解析する事により、腫瘍血管新生に糖の取り込みの
経路が関与している事を示すものであり、上皮性卵巣癌の生物学的特性を解析する上で基本的かつ重要なデー
タを提供するものである。 
 よって著者は博士（医学）の学位を授与されるに値するものと判断された。 
